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春
日
神
社
絵
馬
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Ｉ
ア

『国
姓
爺
合
戦
・
和
藤
内
図
』

Ｂ
Ｉ
イ

『銭
・
騎
馬
武
者
対
戦
図
』

Ｂ
Ｉ
ウ

『西
南
戦
役
（田
原
坂
？
）合
戦
図
』





上
方
、
大
名
京
屋
敷
方
の
下
向
が
頻
繁
で
公
私
の
区

別
が
つ
か
ぬ
こ
と
を
嘆
き
、
京
役
所
の

「目
印
印
理

を
要
求
し
て
い
る
し
、
嘉
永
三
全

八
五
〇
）年
に
は

蔵
米
運
送
に
絡
み
唐
崎
村
で
は
馬
が
減
り
牛
に
仕
替

え
る
動
き
が
出
て
狼
狽
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
社
会
的
危
機
感
が
若
中
を
し
て
絵
馬
の

奉
納
に
駆
り
立
て
た
と
考
え
る
こ
と
は
あ
な
が
ち
無

理
で
は
な
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
若
中
を
構
成
す
る

家
々
は
伝
馬
諸
役
の
事
実
上
の
負
担
者
で
あ
り
、
場

合
に
よ
っ
て
は
宿
駅
交
通
労
働
の
実
際
の
担
い
手
で

も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
絵
馬
の
作
者
が
相
応
の
人
脈

と
報
酬
を
要
し
た
で
あ
ろ
う
練
達
の
画
家
ら
し
い
と

い
う
こ
と
も
、
安
寧
と
応
報
を
求
め
る
若
中
の
強
い

願
望
を
看
て
取
れ
る
。

「国
姓
爺
合
戦
図
』
に
撲
夷
を
み
る
の
は
強
引
に

過
ぎ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し

『西
南
戦
争
』
に
は
こ
う

し
た
彼
ら
の
社
会
性
が
伝
統
化
し
て
い
る
こ
と
が
感

じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
大
阪
府
権
知
事
渡
辺
昇
は
明
治

七
年
、
佐
賀
の
乱
や
台
湾
侵
略
に
対
し
旧
高
槻
県
貫

属
の
士
族
に
再
三
徴
兵
応
募
を
促
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
み
て
も
最
初
の
徴
兵
令
に
基
づ
く
兵
士
が

宮
田
村
に
も
い
て
、
西
南
戦
争
に
参
戦
し
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
（行
政
史
料
専
門
員
）

こ
の
調
査
を
行
う
に
あ
た
り
、
左
記
の
方
々
の
参

加
、
ご
協
力
、
ご
指
導
を
得
た
。
付
記
し
て
感
謝
す

る
次
第
で
あ
る
。

高
橋
真
希
、
田
口
泰
久
、
田
中
春
生
、
畑
中
敏

夫
、
藤
原
学
、
宮
本
裕
次
、
望
月
直
子
、
人
木

滋
、
山
本
邦
文

春
日
神
社
、
大
阪
城
天
守
閣
、
大
阪
市
立
博
物

館
、
吹
田
市
立
博
物
館

【参
考
文
献
】

『高
槻
市
文
化
財
年
報
』
昭
和
四
九
～
五
二
年
度

高
槻
市
教
育
委
員
会

『高
槻
市
史
』
第

一
巻

。
第
三
巻

。
第
六
巻

高
槻
市
役
所

『箕
面
市
史
』
第
二
巻
　
　
箕
面
市
役
所

『伊
丹
市
史
』
第
二
巻
　
　
伊
丹
市
役
所

『茨
木
市
史
』
　
　
　
　
茨
木
市
役
所

『絵
馬
』

岩
井
宏
美
　
法
政
大
学
出
版
局

『大
絵
馬
集
成
』

須
藤
功
　
法
蔵
館

『絵
馬
』
（特
別
展
図
録
）

福
井
県
立
博
物
館

『絵
馬
一　
大
三
島
町
教
育
委
員
会

「岸
田
彼
馬
氏
旧
蔵
文
書
」
（高
槻
市
教
育
委
員
会
所

蔵
）
「大
阪
府
全
誌
』

な

ど
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し
ば
村
の
運
営
を
圧
迫

・
干
渉
し
、
村
内
秩
序
を
混

乱
さ
せ
た
の
で

一
人
世
紀
半
ば
に
は
幕
府

・
藩

に
よ
っ
て
規
制
の
対
象
に
な
っ
て
お
り
、
解
散
を
命

じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
村
運
営
に
は
不
可
欠

な
集
団
と
し
て
明
治
に
至
っ
て
も
な
お
存
続
し
た
。

若
中
が
村
の
祭
礼
の
重
要
な
担
い
手
で
あ
り
、
春

日
神
社
が
他
な
ら
ぬ
宮
田

一
村
の
氏
神
で
あ
れ
ば
、

若
中
が
村
の
安
寧
平
和
や
家
運
隆
盛
、
家
族
の
健
や

か
な
成
長
を
祈
願
し
て
絵
馬
を
奉
納
す
る
の
は
当
然

で
あ
ろ
う
。
他
村
で
も
石
灯
籠
や
狛
犬
の
寄
進
な
ど

は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
し
か
し
さ
ら
に
加
え
て
寒
天

製
造
の
盛
行
し
た
服
部
村
浦
堂
に

「力
石
」
が
の
こ

り
、
城
下
町
高
槻
の
京
口
で
は

「道
標
」
の
建
立
が

あ
る
こ
と
を
み
る
と
き
、
宮
田
村
で
も
何
ら
か
の
村

の
独
自
の
機
能
や
歴
史
が
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

近
世
の
宮
田
村
に
つ
い
て
特
記
す
べ
き
こ
と
の
一

つ
に
、
芥
川
村
と
の
立
会
伝
馬
役
が
あ
る
。
芥
川
宿

が
山
崎
通

（西
国
街
道
）
の
宿
駅
の
一
つ
で
あ
っ
た

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
宮
田
村
も
ま
た
、

芥
川
宿
伝
馬
役
の
三
分
の
一
を
負
担
し
、
伝
馬
役
人

二
名
を
出
役
さ
せ
る
立
会
村
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
同

じ
街
道
の
瀬
川
宿
と
半
丁
村

（箕
面
市
）
と
の
関
係

と
同
じ
で
あ
っ
た
。
街
道
の
芥
川
村
と
宮
田
村
と
の

間
に
は
郡
家
領
五
町
半
余
、
氷
室
領
九
町
余
の
距
離

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
官
田
が
立
会
村
に
な
っ
た

の
は
、
郡
家

・
氷
室
と
も
本
村
集
落
が
街
道
か
ら
遠

く
離
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

立
会
伝
馬
役
が
い
つ
か
ら
設
定
さ
れ
た
か
は
不
明

で
あ
る
。
し
か
し
寛
永
の
参
勤
制
定
以
来
、
安
永
の

山
崎
通
助
郷
廃
止

。
通
行
許
可
制
の
決
定
に
い
た
る

ま
で
、
山
崎
通
利
用
の
大
名
は
西
国
諸
藩
の
三
分
の

一
、
月
平
均
二
回
に
及
ぶ
と
い
い
、
元
禄

一
六

（
一

七
〇
三
）
年
幕
府
の
安
威
川
通
船
許
可
に
対
し
唐

崎

・
三
島
江
の
芥
川
宿
助
馬
が
減
少
す
る
と
し
て
反

対
し
た
さ
い
、
「芥
川
村
馬
借
宮
田
村
」
と
し
て
参

加
し
て
い
る
か
ら
こ
の
立
会
設
定
は
駅
制
以
後
か
な

り
早
い
時
期
だ
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
伝
馬
制
は
属
す
る
官
田
村
の
衆
に
多
大
の
負

担
を
強
い
た
が
、　
一
方
で
は
享
保
以
後
度
重
な
る
助

郷
常
設
運
動
の
な
か
で
立
ち
会
い
に
対
す
る
従
属
を

解
き
放
つ
動
き
も
見
え
る
。
延
享
二
全

七
四
五
）年

に
は
宮
田
村
は
馬
借
入
用
を
遅
滞
さ
せ
、
馬
借
役
人

を
芥
川
問
屋
に
駐
在
さ
せ
な
い
と
い
う
事
件
を
起
こ

し
、
両
村
の
領
主
で
あ
る
高
槻

・
永
井
氏
と
代
官

・

渡
辺
氏
双
方
の
用
聞
き
に
よ
る
示
談
仲
裁
を
受
け
て

い
る
。
芥
川
宿
方
の
要
求
は
宮
田
馬
借
所
の
設
置
と

馬
借
入
用
日
割
り
負
担
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
裁
定

の
取
り
交
わ
せ
証
文
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し

か
し
、
の
ち
天
保
四
全

人
三
三
）年
に
宮
田
村
が
独

自
に
提
出
し
た

「富
田
城
米
運
送
差
構
」
す
な
わ
ち

富
田
の
蔵
米
年
貢
を
芥
川

・
新
川
水
運
で
直
接
唐
崎

に
送
る
計
画
に
つ
い
て
諸
荷
物
に
及
ぶ
と
し
て
反
対

し
た
差
し
止
め
願
書
に
は
、
「郡
山
宿

・
芥
川
宿

・

当
宿
」
と
併
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

天
保
に
入
り
畿
内
の
政
治
情
勢
は
よ
う
や
く
緊
迫

の
度
を
加
え
て
き
た
。
外
国
船
の
日
本
南
北
辺
の
侵

犯
、
水
戸

・
長
州
な
ど
列
藩
の
藩
政
改
革
、
江
戸
を

中
心
と
す
る
幕
府
御
用
金
の
賦
課
、
加
え
て
大
飢
饉

な
ど

一
連
の
進
行
は
さ
し
あ
た
り
大
塩
平
八
郎
の
大

坂
市
中

一
揆
で
頂
点
に
達
す
る
が
、
こ
れ
と
並
行
し

て
西
国
を
結
ぶ
街
道
も
ま
た
繁
雑
を
極
め
た
。
天
保

六
年
、
宮
田
村
は
公
用
人
馬
だ
け
で
な
く
京
都
宮
堂

― VIll―



又
兵
衛

治
郎
吉

理
兵
衛

善
治
郎

平
兵
衛

徳
三
郎

平
五
郎

典
三
吉

卯
吉
庄
次
郎

辰
之
助
　
」

Ｃ
　
『西
南
戦
役

（田
原
坂
，
し
合
戦
図
」

縦
九
二
ｍ
、
横

一
九
二
・五
ｍ

画
中
の
名
札
書
き
が
剥
落
し
て
ほ
と
ん
ど
判
読
で

き
な
い
が
、
部
分
的
に
西
南
戦
争
の
上
士
隊
長
の
名

が
見
え
、
背
後
に
熊
本
城
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
熊

本
領
内
で
の
戦
役
最
後
の
激
戦
を
描
い
た
も
の
に
ま

ち
が
い
な
い
。

絵
馬
の
奉
納
日
は
戦
役
終
結

一
周
年
に
あ
た
っ
て

お
り
、
こ
の
戦
争
が
物
心
両
面
で
宮
田

一
村
に
与
え

た
大
き
な
影
響
を
物
語
っ
て
い
る
。

【墨
書
】

［額
縁
枠

。
上
］
「奉
納
」

［同
　
　
・
右
］
「明
治
十

一
年
戌
寅
第
十
有
月
」

［同
　
　
・
下
］
「
　
　
善
次
郎

徳
三
郎

庄
次
郎

卯
兵
衛

典
一一一吉

馬
之
輔

伊
三
郎

藤
吉
治
之
介

巳
之
介

弥
三
郎

三
四
郎

藤
蔵

為
吉
亀
吉

市
太
郎

立日
と
口

鑢謳士
口　　　　」

〔画
　
　
中
］
「村
田
三
佐

（新
入
？
と

「野
津

（道
貫
？
と

「谷

（干
城
こ

四
　
絵
馬
と
若
者
組

こ
の
春
日
神
社
の
絵
馬
は
、
奉
納
主
体
が
、
安
政

の
国
姓
爺
合
戦
図
の
み
個
人
で
あ
る
こ
と
を
除
き
、

す
べ
て

「若
中
共
若
者
組
）で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ

れ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
若
中
は
子
供
中
の
上
位
、

宮
座
中
の
下
位
に
属
す
る
村
落
内
部
の
社
会
集
団
で

あ
り
、
畿
内

・
西
国
で
は
近
世
の
比
較
的
早
い
時
期

か
ら
存
在
し
た
。
多
く
は
十
五
歳
以
上
の
長
子
で
構

成
さ
れ
、
通
常
、
神
事
祭
礼
興
行

（雨
乞
い
も
）
や

村
内
の
非
公
的
治
安
警
備
、
消
防
、
道
普
請
、
井
堰

普
請
、
家
普
請
な
ど
の
労
働
奉
仕
活
動
を
担
い
、

「若
者
宿
」
な
ど
と
称
す
る
集
会
所
を
も
っ
て
、
地

域
に
よ
つ
て
は
厳
格
な
組
掟
や
加
入

・
脱
退
儀
礼
を

も
っ
て
い
た
。
そ
の
結
合
の
強
さ
や
活
動
力
は
し
ば

― VL―



―
イ
　
神
功
皇
后
と
武
内
宿
相
（三
枚
組
の

一
）

縦
九
八
ｍ
、
横
七
〇
ｍ

Ａ
Ｉ
ア
と
組
を
な
す
。
画
題
は

「
日
本
書
紀
一
以

来
の
神
功
皇
后
説
話
に
基
づ
く
。
す
な
わ
ち
、
仲
哀

天
皇
の
皇
后
で
あ
っ
た
神
功
皇
后
は
、
天
皇
の
喪
を

隠
し
て
新
羅
に
出
兵
す
る
が
、
そ
の
と
き
懐
胎
し
て

お
り
、
事
終
わ
つ
て
帰
国
の
途
次
、
筑
紫
で
応
神
天

皇
を
出
産
し
た
と
い
う
。
画
面
左
、
武
内
宿
禰
が
抱

い
て
い
る
の
が
応
神
天
皇
。

「安
産
」
の
象
徴
で
あ

る
。
な
お
、
額
縁
枠
下
の
連
名
は
奉
納
主
体
の
若
者

組

一
同
で
あ
る
。

【墨
書
】

［額
縁
枠

・
上
］

「御
宝
前
」

［同
　
　
・
右
〕

「弘
化
三
丙
午
年
霜
月
吉
日
　
　
営
村
若
中
」

［同
　
　
・
左
］

（約
八
宇
不
明
）

［同
　
　
・
下
〕

「
幸
助
甚
兵
衛

幸
治
郎

藤
市
郎

平
治
郎

平
八

伊
右
衛
門

又
兵
衛

藤
右
衛
門

増
次
郎
　
　
」

［絵
師
落
款
］
　

「豊
貞

（印
こ

Ｂ
　
武
者
絵
絵
馬

―
ア
　
『国
姓
爺
合
戦

・
和
藤
内
図
』

縦
六
二
・五
ｍ
、
横
九
六

ｍ

近
松
門
左
衛
門
の
浄
瑠
璃

『国
姓
爺
合
戦
』
に
題

材
を
取
っ
た
も
の
。
福
建
省
の
人
で
明
末
の
武
将
で

あ
っ
た
鄭
芝
龍

一
官
は
、
若
い
頃
日
本
に
来
航
し
、

平
戸

・
田
川
氏
の
娘
と
結
婚
し

一
子
を
設
け
た
。
そ

れ
が
鄭
成
功
で
、
平
戸
生
ま
れ
幼
名
福
松
。
近
松
作

品
で
は

「和
藤
内
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。　
一
官
は
巨

富
を
築
き
明
に
帰
っ
た
が
明
朝
滅
亡
後
は
清
に
帰
属

し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
子
の
成
功
は
こ
れ
を
良
し

と
せ
ず
、
金
門
島
に
拠
っ
て
日
本
に
援
兵
を
求
め
て

抗
清
を
貫
き
、
南
京
攻
撃
に
失
敗
し
た
後
、
台
湾
に

渡
っ
た
と
い
う
絵
馬
は
、
そ
の
鄭
成
功
の
清
軍
に
対

す
る
奮
戦
を
描
い
て
い
る
。

【墨
書
】

［画
面

・
上
］
「奉
納
」
［同
　
。
右
］
「願
主
　
当
村

入
江
　
平
左
衛
門
」

［同
　
。
左
］
「安
政
五
年
午
九
月
吉
日
」

―
イ
　
『鋭

・
騎
馬
武
者
対
戦
図
』

縦
九
二
ｍ
、
横

一
九
二
・五
ｍ

絵
馬
に
騎
馬
武
者
の
対
戦
図
は
多
い
が
、
鍼
を
持

つ
も
の
は
珍
し
い
。
源
平
説
話
に
よ
る
も
の
か
、
あ

る
い
は
源
頼
光
の
郎
党
坂
田
金
時
か
と
も
思
わ
れ
る

が
、
今
し
ば
ら
く
検
討
を
要
す
る
。

【墨
書
】

［額
縁
枠

・
上
］
「奉
献
納
」

［同
　
・
右
］
「明
治
四
拾
丁
未
年
初
秋
吉
祥
日
」

［同
　
・
左
］
「村
内
安
全
」

［同
　
・
下
］
「宮
田
村
総
若
中
要
蔵
忠
蔵
亀
吉
藤
吉

― Ⅵ ―



広
が
り
の
な
か
に
御
稲
田
の
供
御
人
集
落
を
広
く
含

む
可
能
性
も
浮
か
ん
で
く
る
の
で
あ
る
。
因
み
に
春

日
神
社
の
祭
神
は
大
和
と
同
じ
天
児
屋
根
命

・
武
奏

槌
命

・
経
津
主
命
で
あ
り
、
現
在
の
富
田
の
氏
神
三

輪
神
社
が
大
和

。
三
輸
か
ら
勧
請
さ
れ
た
と
す
れ
ば

畢
党
奈
良
か
ら
入
っ
た
酒
造
家
紅
屋
と
の
関
連
で
考

え
ね
ば
な
ら
ず
富
田
庄
本
来
の
氏
神
で
あ
る
と
は
言

い
難
い
の
で
あ
る
。

宮
田
遺
跡
は
十
三
世
紀
に
は
い
っ
て
急
速
に
縮
小

す
る
。
そ
し
て
先
の
十
五
世
紀
半
ば
の
西
国
街
道
沿

道
の

「宮
田
」
集
落

（近
世
の
宮
田
村
に
直
接
繋
が

る
集
落
）
の
記
録
の
出
現
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ

こ
で
も
宮
田
遺
跡
か
ら
宮
田
村
へ
の
移
動
を
考
え
ら

れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
街
道
交
通
が
次
第
に
激
し
く
な

り
、
民
衆
の
物
産
交
易
も
ま
た
ょ
う
や
く
盛
ん
に
な

る
時
期
で
あ
る
。
室
町
期
に
入
っ
て
生
業
の
態
様
と

家
族
構
造
の
変
化
が
村
落
の
景
観
を

一
変
さ
せ
た
と

し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
西
国
街
道
の

南
後
背
に
主
た
る
集
落
の
存
在
も
な
お
予
測
で
き
な

い
で
は
な
い
が
、
そ
れ
は
今
後
の
発
掘
成
果
に
待
ち

た
い
。

宮
田
村
の
成
立
経
過
と
春
日
神
社
の
立
地
、
成
立

を
以
上
の
よ
う
に
お
さ
え
て
お
い
て
、
絵
馬
の
考
察

に
入
ろ
う
。

〓
一　
絵
馬
の
画
題
と
墨
書

調
査
対
象
と
し
た
絵
馬
五
面
の
画
題

・
墨
書

・
年

紀
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

Ａ
　
浮
世
絵

（芝
居
絵
）
絵
馬

―
ア
　
常
磐
御
前

全
二
枚
組
の

こ
縦
九
八
ｍ
、
横
六
七
ｍ

杉
板

・
胡
粉
下
地
の
彩
色
芝
居
絵
で
あ
る
。
中
央

に
や
や
浅
め
の
市
女
笠
を
被
り
、
懐
に
乳
飲
み
子
の

牛
若
を
抱
き
、
白
棋
を
つ
い
た
、
六
波
羅
を
追
わ
れ

る
型
ど
お
り
の
常
磐
御
前
を
描
く
。
左
に
長
じ
た
今

若
、
右
に
幼
少
の
乙
若
を
配
置
し
、
背
後
の
松
村
は

枝
に
雪
を
付
け
て
い
る
。
幸
着
舞
に
起
源
す
る
常
磐

伝
説
の
舞
台
の
一
場
面
で
あ
る
。
今
若
は
稚
児
髯
で

小
刀
を
手
ば
さ
み
、
白
杖
を
つ
く
が
、
乙
若
が
い
か

に
も
冷
た
そ
う
に
両
手
を
口
に
当
て
て
い
る
の
が
微

細
に
描
か
れ
、
印
象
的
で
あ
る
。
絵
柄
は
平
家
の
探

索
を
逃
れ
て
武
勲
を
顕
わ
す
意
味
で

「家
運
隆
盛
」

「出
世
」
の
象
徴
と
さ
れ
る
。

絵
師
は
Ａ
Ｉ
イ
と
と
も
に

「豊
貞
」
と
あ
る
が
、

歌
川
派
で
相
当
の
力
量
の
絵
師
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

も
の
の
、
詳
細
は
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
あ
る

い
は
当
時
の
芝
居
看
板
絵
師
の
可
能
性
も
あ
る
。
無

名
の
練
達
者
と
い
え
よ
う
。

絵
板
の
裏
に
あ
る
よ
う
に
も
と
も
と
三
枚
組
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、　
一
枚
は
散
失
し
て
い
る
。

散
失
し
た
も
の
が
何
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

当
時
の
絵
馬
の
定
型
か
ら
し
て

「朝
比
奈
草
招
引
」

と
思
わ
れ
る
。

【墨
書
】

［額
縁
枠

・
上
］

「御
宝
前
」

［同
　
　
・
右
］

「弘
化
三
丙
午
年
霜
月
吉
日
　
　
営
村
若
中
」

［画
　
　
中
］
　

「奉
納
」

「絵
師
落
款
］
　

「豊
貞

（印
と

［画
板
　
裏
］
　

「天
切
像
　
弐
尺
三
枚
∧
な
」
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徳
四
全

四
五
三
）年
四
月
に
有
馬
温
泉
へ
湯
治
に
赴

い
た
相
国
寺

。
瑞
渓
周
鳳
の
紀
行
文

『温
泉
行
記
』

で
あ
る
と
さ
れ
る
。
彼
は
そ
の
途
次
、
西
国
街
道
を

通
過
し
て
沿
道
の
地
名
を
記
録
し
て
い
る
。

さ
て
春
日
神
社
東
側
の
一
画
で
は
、
発
掘
調
査
に

よ
っ
て
一
二
世
紀
中
頃
の
集
落

一
屋
敷
群

一
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

一
～
数
棟
の
建
物
と

井
戸
を
そ
な
え
、
溝
と
柵
で
仕
切
ら
れ
た
屋
敷
地
が

並
ぶ
様
子
は
、
た
と
え
ば

『
一
遍
上
人
絵
伝
』
に
み

る
前
溝

・
垣
根

・
門
守
り
を
備
え
た
屋
敷
構
え
と
酷

似
し
て
お
り
、
そ
れ
は
ま
さ
に
鎌
倉
期
の
景
観
を
よ

く
伝
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
官
田
遺
跡
の
調
査
成
果
に
は
三
点
の
意
味
が

付
随
し
て
い
る
。　
一
つ
は
女
瀬
川
対
岸
に
位
置
す
る

律
令
期
集
落

・
郡
家
今
城
遺
跡
と
の
関
連
で
あ
る
。

同
遺
跡
は

一
一
世
紀
以
後
廃
絶
す
る
と
い
う
。
古
代

の
住
居
跡
は

一
般
に

一
一
世
紀
に
入
る
と
時
を
追
っ

て
消
滅
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
口
分
田
の
班

給
を
基
礎
と
し
て
成
立
す
る
古
代
村
落
が
生
活
の
場

と
し
て
の
歴
史
的
限
界
を
露
呈
し
た
も
の
と
理
解
で

き
る
。
庄
園
の
展
開
を
受
け
た
土
地
保
有
の
流
動
と

分
解
、
水
害
や
千
害
な
ど
に
よ
る
地
味
の
不
安
定
さ

な
ど
に
よ
る

一
族

一
村
こ
ぞ
っ
て
の
離
村
も
考
え
ら

れ
、
宮
田
遺
跡
は
郡
家
今
城
遺
跡
か
ら
の
移
住
で
あ

ろ
う
と
も
推
測
さ
れ
て
い
る
。

い
ま

一
つ
は
春
日
神
社
の
存
在
で
あ
る
。
近
世
、

宮
田
村
の
鎮
守
で
あ
り
な
が
ら
集
落
と
か
な
り
離
れ

て
所
在
し
て
い
る
の
が
疑
間
で
あ
っ
た
が
、
宮
田
遺

跡
の
存
在
で
こ
の
こ
と
が
氷
解
す
る
と
い
え
よ
う
。

春
日
神
社
自
体
の
発
掘
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
こ

れ
も
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、　
三

一世
紀
の
屋
敷
群

が
神
社
を
取
り
囲
む
よ
う
に
立
地
し
、
旧
河
床
が
神

社
の
北
辺
を
通
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
神

社
の
勧
請
を
こ
の
時
期
に
あ
て
て
も
さ
ほ
ど
奇
異
で

は
な
い
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
は
文
献
と
の
関
連
で
あ
る
。
直
接
の
史
料

に
は
恵
ま
れ
な
い
が
、
国
衡
領
荘
園
と
し
て
の

「大

炊
寮
領
富
田
御
稲
田
」
が
想
起
さ
れ
る
。
や
や
時
期

は
下
が
る
が
、
南
北
朝
期
に
は
こ
の
御
稲
田
か
ら
供

御
役
と
し
て
毎
月
五
キ
の
稲
と

一
斗
の
粥
用
の
稲
の

ほ
か
、
京
都
平
野
神
社
の
神
事
供
進
用
の
御
強
物
な

ど
を
上
納
し
て
お
り
、
富
田
御
稲
田
の
管
理
支
配
は

大
炊
寮
世
襲
長
官
中
原
氏
を
頂
点
に
預
所
、
下
司
、

御
稲
仕
女
、
供
御
人
と
階
層
性
を
有
し
て
い
た
。

『師
守
記
』
に
よ
る
と
、
こ
の
御
稲
田
の
仕
女
職

（御
稲
田
の
在
地
管
理
権
）は
鎌
倉
末
期
に
右
衛
門
尉

貞
直
な
る
者
が

「代
々
寮
家
御
下
文
以
下
証
文
等
」

と
し
て
買
得
し
て
い
た
が
、
こ
れ
を
妙

一
房
が
譲
り

受
け
た
。
さ
ら
に
妙

一
房
か
ら
御
稲
仕
女
職
を
譲
ら

れ
た
友
阿
は
観
応
元
全

〓
一五
〇
）
年
七
月
こ
れ
を
三

分
し
て
二
人
の
娘
に
分
与
し
た
。
そ
の
後
絶
え
て
手

続
き
が
な
い
た
め
貞
治
四
全

〓
一六
四
）
年
四
月
に
い

た
り
中
原
家
が
催
促
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
う
ち
姉
が

安
堵
料
の
み
を
納
め
る
と
い
っ
た
の
に
対
し
、
妹
尭

心
房
は
安
堵
料
に
申
次
料
を
加
え
て
上
納
す
る
こ
と

と
し
、
半
金
を
即
金
、
半
金
は
十
月
に
納
め
る
と
約

し
た
の
で
、
そ
の
年
六
月
に
大
炊
寮
は
尭
心
房
に
富

田
御
稲
田
仕
女
職
を
安
堵
し
た
と
い
う
。
こ
の
経
緯

は
別
と
し
て
富
田
の
庄
域
に
国
衛
領
が
あ
っ
た
こ
と

は
注
目
に
値
す
る
。
そ
の
成
立
は
い
わ
ゆ
る
皇
室
直

営
田
の
自
立
に
よ
る
も
の
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
御
稲
田
の
集
落
で
の
彼
女
ら
の
氏
神
は

「春
日
神
社
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
宮
田
遺
跡
の

一 Ⅳ
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宮
田

・
春
日
神
社

の
絵
馬

富
井
　
康
夫

一　
春
日
神
社
の
絵
馬
調
査

宮
田
春
日
神
社
は
、
高
槻
市
宮
田
町
三
丁
目
に
所

在
す
る
。
地
元
の
要
望
を
受
け
平
成
九
年
度
に
同
社

所
蔵
の
絵
馬
六
面
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
の
で
、

そ
の
概
要
を
報
告
す
る
。

調
査
当
初
、
絵
馬
は
拝
殿
の
梁
に
架
け
ら
れ
て
い

た
。
同
社
の
拝
殿
は
本
来
、
舞
殿
も
兼
ね
た
四
本
柱

の
吹
き
曝
し
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
た
め
に
傷
み
が

激
し
く
六
面
の
う
ち

一
面
は
押
し
絵
が
剥
落
し
、
中

綿
が
散
乱
し
て
画
題
も
判
別
で
き
な
い
た
め
今
回
の

調
査
対
象
か
ら
除
外
し
た
。

こ
れ
ら
の
絵
馬
に
つ
い
て
は
墨
書
が
認
め
ら
れ
る

ほ
か
は
由
来
を
伝
え
る
史
料
は
な
く
、
在
地
の
史
料

文
献
も
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
報
告
は
推
論
や

留
保
条
件
が
多
く
な
ら
ぎ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
大

方
の
ご
叱
正
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

一
一　
旧
宮
田
村
と
春
日
神
社

旧
摂
津
国
島
上
郡
宮
田
村
は
高
槻
市
西
部
市
境
に

近
接
し
、
市
の
中
央
を
東
西
に
貫
通
す
る
西
国
街
道

以
南
に
位
置
す
る
。
近
世

。
近
代
を
通
じ
て
居
住
集

落
は
西
国
街
道
に
面
し
て
い
る
。

「宮
田
」
の
地
名
に
つ
い
て
は
在
地
に

一
つ
の
伝

承
が
残
っ
て
い
る
。
上
古
、
こ
の
地

一
帯
は
藍
野
の

里
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
継
体
天
皇
磐
余
玉
穂
宮
の

時
こ
の
地
か
ら

一
人
の
少
女
が
後
宮
に
召
さ
れ
た
と

い
う
。
あ
る
日
の
宴
で
、
天
皇
が
女
性
達
に
諸
国
の

米
の
作
柄
を
問
う
た
と
き
、
彼
女
は
即
座
に
、
自
分

の
故
郷
宮
田
の
米
は
天
下
の
逸
品
ゆ
え
供
御
に
召
さ

れ
た
い
と
奏
請
し
た
。
果
た
し
て
そ
う
だ
っ
た
の
で

こ
れ
を
屯
倉
に
あ
て
、
宮
田
と
称
し
た
と
い
う
。
記

紀
に
部
民
の
記
載
が
こ
れ
以
前
よ
り
あ
り
、
継
体
期

に
は
筑
紫
の
磐
井
の
子
葛
子
が
連
座
を
恐
れ
て
糟
屋

屯
倉
を
献
じ
た
話
は
有
名
だ
が
い
ず
れ
も
後
代
の
粉

飾
で
あ
り
、
も
と
よ
り
宮
田
伝
承
も
近
世
以
後
の
富

田
後
背
の
酒
米
生
産
の
隆
盛
と
現
継
体
陵
の
確
定
に

端
を
発
す
る
付
会
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
因
み
に

こ
の
伝
承
は
記
紀
や
そ
の
類
本
に
は
存
在
し
な
い
。

ま
た
、
文
献
に
よ
る

「宮
田
」
地
名
の
初
出
は
、
宝大正 11年測図(高狗
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